
 

                       県内における新型コロナウイルス感染症は、 

定点当たりの報告数が、１．６倍と大きく増加し、 

感染者に占める１０代以下の 

割合が５０．１％となってい 

ます。（若年層で感染拡大が 

みられます。） 

特に郡山市は、県内でも定点 

報告数が高くなっています。 

 

※グラフ上のラインが福島県 

 グラフ下のラインが全国 

                      

他の感染症にも注意が必要です 

〇 インフルエンザ 

 ・ 流行が続いています。インフルエンザウイル 

スに感染することで起こる病気で、高熱、筋肉 

痛、頭痛、その他様々な症状が現われます。 

〇 咽頭結膜熱 

 ・ 全国的に減少傾向ですが、郡山市は小流行で 

す。発熱、咽頭痛、結膜炎の症状で、飛沫感染 

と、接触感染です。 

〇 A群溶血性連鎖球菌咽頭炎 

 ・ 全国的に高い感染率を維持しています。特徴 

として、乳幼児で咽頭炎、年長児や成人では 

扁桃炎が現われます。飛沫、接触感染です。 

                

 

 

 

 

２月に入り、暦の上では春を迎えますが、まだまだ寒い日が続きます。体調を崩している児童も 

増えてきております。先日は児童に向けて、感染症予防について注意喚起したところですが、福島 

県および郡山市からも、予防対策の徹底に関する通知が入りましたので、下記を参考に、日常生活 

の中で予防に取り組みましょう。 

                                                                                                                                                              

                 

                     

    

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

資料 福島県感染症動向調査報告書 

   福島県、郡山市通知文書 

 

 

 

 

                            

 

 

桑野小学校保健室（令和６年２月２日） 

さらなる感染拡大を防ぐために 

基本的な感染対策の徹底をお願いします 

１ 咳やくしゃみの症状があるときは、 

マスクの着用や咳エチケットに努めま 

しょう。 

２ 石けんで手洗いをしましょう。 

３ こまめに換気をしましょう。 

 対角線上のドア等を２か所開放すると 

効果的です。 

◎ 普段と体調が異なる場合には、出勤 

や登校を控えるなど、外出には留意し 

ましょう。 

◎ 登校前の健康チェックをお願いいた 

します。（体調がすぐれない場合は登校 

を控えましょう） 



 

 

 


